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法
律
の
整
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書

法
務
省
に
よ
れ
ば
、
平
成
二
十
二
年
四
月
三
十
日
時
点
の
我
が
国
の
現
行
法
律
は
千
八
百
十
五
本
と
の
こ
と
で
あ
る
。
過

去
、
昭
和
二
十
九
年
、
昭
和
五
十
七
年
の
二
回
、
実
効
性
を
失
っ
た
法
律
群
を
廃
止
す
る
立
法
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後

三
十
年
近
く
経
過
し
て
い
る
。
法
律
の
整
理
の
必
要
性
は
、
昭
和
五
十
五
年
三
月
五
日
の
衆
議
院
予
算
委
員
会
第
一
分
科
会
で

取
り
上
げ
ら
れ
、
立
法
府
も
含
め
て
取
り
組
む
べ
き
問
題
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
で
は
、
ド
イ
ツ
や
フ
ラ

ン
ス
で
も
、
行
政
簡
素
化
の
一
環
と
し
て
、
法
律
の
簡
素
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
法
律
の
整
理
が
必
要
な

時
期
に
さ
し
か
か
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
の
問
題
意
識
に
立
っ
て
、
以
下
六
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

行
政
の
事
務
・
組
織
の
簡
素
化
を
根
本
的
に
進
め
る
上
で
も
、
法
律
の
整
理
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
う
か
が
う
。

二

法
律
に
よ
っ
て
行
政
府
が
義
務
付
け
ら
れ
た
取
り
ま
と
め
や
報
告
の
中
に
は
、
国
民
や
立
法
府
の
関
心
が
薄
れ
て
い
な
が

ら
も
、
定
期
的
に
実
施
さ
れ
た
り
、
国
会
に
提
出
さ
れ
た
り
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
国
会
報
告
が
法
律

に
よ
っ
て
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
事
項
に
つ
い
て
、
一
度
精
査
さ
れ
て
は
と
思
う
が
、
内
閣
の
所
見
は
い
か
が
か
。

三

例
え
ば
各
種
「
特
別
都
市
建
設
促
進
法
」
に
基
づ
く
年
一
回
の
国
会
報
告
な
ど
は
、
都
市
ご
と
に
別
葉
の
配
布
と
せ
ず
、

一



一
冊
の
冊
子
と
し
て
簡
素
化
を
図
ら
れ
て
も
良
い
の
で
は
と
考
え
る
が
、
い
か
が
か
。

四

根
拠
法
令
の
廃
止
は
、
所
要
の
組
織
・
予
算
の
両
面
で
、
「
究
極
の
行
財
政
改
革
」
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
が
、
内
閣

の
見
解
を
う
か
が
う
。

五

近
年
、
法
律
に
カ
タ
カ
ナ
表
記
の
概
念
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
事
例
が
増
え
て
い
る
。
例
え
ば
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
を

推
進
す
る
内
閣
提
出
の
「
農
山
漁
村
滞
在
型
余
暇
活
動
の
た
め
の
基
盤
整
備
の
促
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
四
号
）
」
と
、
議
員
立
法
の
「
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
法
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
五

号
）
」
な
ど
は
、
僅
か
な
年
の
間
に
類
似
概
念
に
つ
い
て
漢
字
表
記
と
カ
タ
カ
ナ
表
記
が
な
さ
れ
て
お
り
、
一
国
の
法
体
系

の
中
で
は
釣
り
合
い
の
取
れ
な
い
事
例
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
避
け
る
た
め
に
、
立
法
府
に
お
い
て

弁
護
士
資
格
を
持
つ
議
員
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
る
超
党
派
の
審
査
組
織
を
置
く
こ
と
を
提
案
し
た
い
と
こ
ろ
だ
が
、
内
閣
法

制
局
の
見
解
を
う
か
が
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
立
法
府
に
お
け
る
審
査
組
織
の
海
外
の
事
例
に
つ
い
て
、
把
握
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
示
さ
れ
た
い
。

六

定
期
的
な
法
令
集
の
編
さ
ん
に
つ
い
て
、
政
府
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
う
か
が
う
。
ま
た
、
こ
の

編
さ
ん
作
業
を
法
律
の
整
理
に
生
か
し
て
い
け
る
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
が
、
内
閣
の
見
解
を
う
か
が
う
。

二



右
質
問
す
る
。

三


